
 

聖母の被昇天を祝う 

主任司祭  千葉俊一 

聖母マリアの被昇天とは、マリアが地上での生涯を終えた後、そのからだも魂も天の栄光に挙げ

られた、すなわち復活の命に入ったことを意味します。 

 

 まことに母マリアはわたしたち信仰者の模範であり希望です。わたしたちは何よりもマリアが

神の救いのわざの第一の協力者であったことに注目します。それは御子イエスの受胎を受け入

れた（神の母）ときから始まり、イエスのすべての人のための死、すなわち十字架を経て、聖霊降

臨による教会の誕生（教会の母）へと続きます。神の救いのわざへの協力という多くの痛みを伴

うマリアの奉献に対して、主なる神は被昇天という恵みを与えたとも言えましょう。 

 

 自らを「神」としてふるまい、この世界を思うがままに仕切ろうとする暴君たちがひしめいてい

る今だからこそ、わたしたちはマリアを見つめ、そのマリアを通して三位一体の神、すなわちすべ

ての被造物を救おうとする主を見つめるのです。 
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おとずれ 

聖母の被昇天 1475年頃 フランチェスコ・ボッティチーニ 



サグラダ・ファミリア贖罪教会の建築的価値 

パウルス・長澤 泰 

スペインのバルセロナにあるサグラダ・ファミリア贖罪（しょく

ざい）教会。その設計者はアントニ・ガウディ（1852～1926）で

す。一番高い「イエスの塔」が、ガウディの没後 100年の命日（２

０２６年６月 10日）に完成しました。 

（写真１）NHKTV 

 

その日は、教皇のミサ（写真２・３）NHKTVが執り行われ、全

世界に放映されました。建設は１４０年ほどかかっていること

が、日本では話題になりましたが、例えばケルンの大聖堂は６０

０年もかかっているので、西欧の大聖堂では 100年以上は当

たり前です。しかし、20世紀に長足の進歩を遂げた建築技術

を使えば、超高層建築でも１～２年で完成できるので、140年

は少し驚いたのだと思います。 

私事で恐縮ですが、サグラダ・ファミリアとの最初の出会い

は、1971年 12月のヨーロッパをめぐる新婚旅行の最後にバ

ルセロナを訪れた時です。50年も前なので、まだほんの一部

だけでした。（写真 4）筆者撮影  

さて、20世紀フランスの有名な建築

家、ル・コルビジェが、「住宅は住むため

の機械である」といったのは有名です

が、建築デザインは「機能主義」が本流でした。他の分野、例えば自動車業界でも

空気抵抗が少なくてガソリン消費量の少ない「流線形」が機能美といわれて、「美

しい」と信じ込んでいます。我々は「機能主義」に毒されているのです。 そのよう

な風潮の中でサグラダ・ファミリアは自然界の生物を題材にした造形で、しかもい

ろいろな塔のかたちは放物線を逆さにした形態ですので、機能主義と形態主義

を折衷しています。 

20世紀では、建物は長年住んだら壊して・建て直す（スクラップ＆ビルド）、日

常生活用品でも古くなったら捨てて・新品を買い直すことが、経済成長の証として当たり前のことと考

えられてきました。しかし、21世紀になって、古い建物を取り壊す費用、そのとき発生する廃棄物やエネ

ルギーの消費が SDGｓの観点から問題化しています。 

スクラップ＆ビルドありきの建築観を脱して、真に豊かな建築文化の在り方を考えよう。古くなった建

物を、どのように使っていくのか？適切なメンテナンスとマネジメント、そしてリノベーションを行って機

能を確保しながら、居心地も快適にすることを考える方が良いと思います。 

東京大学の西洋建築史専門である加藤耕一教授は、時間と共に魅力を増し価値を向上させる建築を

「ラクジュアリー」であると述べています。「ラクジュアリー」というと、かつての貴族的な贅沢とか、儲け

商業主義という風に考えられてきましたが、今後は心の豊かさも含めてこの表現を用いていきたいとい

っています。 

サグラダ・ファミリアは、南側の「栄光の正面」竣工まで、今後まだ 10年かかります。しかし、それで終

るのではなく、本当はそれ以降が重要です。例えば、訪れると心が落ち着く、あるいはまた何度も来たく

なる大聖堂。このように時間の力で建物の価値が高くなることが重要だと思います。 



７月教会委員会議事録        

    2026年 7月 11日 

メンバー：千葉神父・新井・江守・大野・小林・曾根・福永・和田 

1. ヨハネ祭 9/27（日）出店の可否について 

＊目下、来年の一粒会大会に向けての準備が進行中であり、2026 年度・2027 年度の出店は難しい。辞退させ

ていただく。 

 

2.ベネズエラ地震緊急募金 

＊カリタスジャパンの緊急募金開始。富士吉田教会では８月末（８/３０）まで募金箱を置き、カリタスジャパンに送

金する。 

＊その間ガザ人道支援募金は休止 

＊おとずれ 8月号に「お知らせ」として掲載する。 

 

3. 典礼グループ 

＊「臨終から葬儀まで」のパンフレットを 7 月より希望者に配布。多くの方から希望が出て、貴重なご意見をいた

だき検討した。 

・亡くなられたら「教会と同時に葬儀社」へ連絡し、葬儀社と教会、ご遺族との打ち合わせが必要なことを遺族に

お知らせする。 

・教会への謝礼とは別に葬儀社への支払いがあることを明記する。 

・サレジアンシスターズ山中修道院でもできることが明記されている。今まで山中修道院でのご葬儀は、普段修

道院のミサに通っていらっしゃる方とかが主だった。しかし今回主に告別式など平日の昼間に希望があった場

合など幼稚園の保育時間と重なることが多く、駐車場問題が深刻なため、修道院にお願いした。ただし冬場は

ご期待に沿えないことを遺族に説明する。 

・外国籍の信徒のために、他の言語（ヴェトナム語・英語）でも作ってはどうか検討する。 

・特定の葬儀社を文書上でご案内するのは差し控えるが、お尋ねがあった時にご紹介することができるよう新

しい葬儀社も含め情報を集める。 

＊先唱のこと 

・拝領の場面では「お座りください」とアナウンスしたほうが良い。 

・「いつくしみの賛歌」「キリエエレイソン」をミサの前にアナウンスしたほうがよいのではないか、とのご意見 

＊侍者が奉納のお盆を受け取る形とする。侍者がいない場合は奉納する人が置く。 

＊リモートミサの準備ができる人が現在大野さんしかいない。やれる人を増やす目的と現況の機械が古いので、

使いやすい機材投入の試みを大野さんが計画。（典礼で担当？） 

 

4. 営繕グループ 

＊聖堂のひび割れの件。今後の聖堂の使用について 

  ・6/26の地震を受け、高山建設に聖堂のひび割れについて、検証してもらった。 

  ・構造物事態に問題はないが、次の横揺れの時には要注意。 

  ・頭を座っている座布団で覆うなど、とにかく頭を守る必要がある。 

  ・避難経路の確保が今後の課題→とりあえず揺れが収まったら園庭？ 

  ・園庭につながる門扉がすぐ開閉できるか？現在門扉に鍵が無いことも問題。 

  ・故障が直せないため、現在自動開閉門扉の体をなしていない。要検討。来年度の予算に入口のスロープ部分

も含め、盛り込む。 



＊聖堂が倒壊した後のことを今後考えていく必要が出て来るかもしれない。倒壊してしまえば現状の富士吉田教

会での聖堂再建は難しいのではないか。 

・建築専門の立場から長澤さんにも目視していただき、今後の対策を練る。 

 

5. 共同代表より今後の大掃除等について 

＊ワックスがけなど外部団体への委託を要望する声がある件 

・外部に受注すると高額になる。富士五湖ダルクさんにさらなる協力をお願いする。ただし、業者ではないので、

あくまでもお礼（寄付）という形で行う。 

・今後富士五湖ダルクさんに協力をお願いすることが多くなり、現在、商品券でお渡しして 

いるお礼を現金でお支払いするようにしたい。 

＊次回大掃除予定は 8/9予定（日曜学校参加）窓ガラス・ワックス・外回りは今回はしない。 

 

6. 行事企画チーム 

＊8/16プチパーティ 

・司祭カーポートに長椅子を出しての茶話会程度のパーティ 

・順次飲み物やかき氷など楽しんでいただき、お帰りいただく。 

 

＊感謝と喜びの集い 

・考えられる出店要請→一昨年 2024年程度の規模でお願いする。 

富士五湖ダルク、富士北麓ヨハネ支援センター  

・お声をかける先→小さき花幼稚園、教会のご近所、今まで教会から寄付した地元の団体 

・収益金の候補。今まで海外の収支のはっきりしているところを選んでいたがもっと地元に目を向けても良い 

のではないかとのチームメンバーからの意見を受け下記５団体に決定 

・海外：①国連WFP（国際連合世界食糧計画） 

②明泉会インドスポンサーシッププログラム（マリアの御心会を通じてインドの女子教育活動、健康公衆 

衛生啓蒙活動、インド 3か所の幼稚園保育活動） 

・国内：③神の愛の宣教者会（山谷などで活動、本部足立区西新井） 

④Pal Pal（富士河口湖町障害福祉事業所） 

⑤一般社団法人視覚障害者協会 富士吉田支部（視覚障碍者当事者が集う団体。ものづくりや研修旅行、 

当事者間の交流の手助け） 

・インドスポンサーシッププログラムについては会報などを集会室に貼りだすようにして、目で信徒の方が 

わかるようにする。会報が 7月に発行されるので貼りだす。 

・次回打ち合わせ 7月 26日、8月 16日プチパーティ後 

 

＊9月 20日 敬老のお祝い予定 

・敬老のお祝いカードを子どもたち作成とするかどうかなど 8/16に決める。 

                                             

7. 広報グループ 

＊おとずれ 8月号 7/19締切、7/25（PM1：00～）印刷 

＊巻頭文：千葉神父、2ページ目：長澤泰さんに依頼 

 

8. 一粒会大会 

＊ベトナム人で、上田教会のソン神父様に講師を依頼し内内了承いただいている。 



＊現在予算の振り分けを行っている。 

＊7/12宣教司牧委員会の前に一粒会大会打ち合わせ予定 

 

9. 財務チーム 

＊来年度予算申請スケジュール 

９月末用紙配布→９月２０日回収→１０月１０日（土）教会委員会で承認→１０月１１日（日）信徒の集いで説明予定 

＊現在、NHK解約に向けて動いている。（現在、視聴用のテレビがない為） 

 

10. 外国籍信徒コミュニテイー形成の可能性はあるか 

＊日曜学校を中心にできないか 

  ・横のつながり具合がわかりづらい。日曜学校の父兄たちも教会の仕事を預けるところまでは難しい。 

  ・様々な行事の際に協力いただく形で少しずつ協力をお願いしていく。 

 

 

教会委員会臨時会議事録 

       2026年 7月 11日    

                 メンバー：千葉神父・新井・江守・小林・福永（明）・和田    

オブザーバー：福永好雄 

◎7月 11日までの教会委員会メンバーの動き 

＊7月 5日（日）教会墓参に際し、墓石を取り除き、カロート内部を確認 

・開口部 ３９０㎜×横６００㎜  

・内部 １１２０㎜×横１３３０㎜  

・２段作り・骨壺３０個は置ける大きさ 

 

◎教区事務局白井啓道氏再送いただいた「教会墓地使用規程最終案１」に基づき話し合い 

＊６月１３日の教会臨時会の議事録を白井様にお送りし、６月１８日再度使用規定を作り直していただいた。 

＊現地視察した上で、個別に「使用規程最終案」内容確認し、修正箇所等洗い出す。 

 

◎8月 8日（土） 10時より臨時会を行う。 

 

 

 

 

 

 

 



教会日誌 （202６年６月１６日～202６年７月１５日） 

【6月】 

20日（土）シスター滝口の信仰講座第２回@サレジアンシスターズ山中修道院 

26日（金）22：29東部富士五湖地方を震源とした地震（震度 6弱）発生 

28日（日）座布団カバー交換（雨天のため、床ワックスかけ等大掃除は延期） 

29日（月）教会キャンドルアップサイクルのためのワークショップ@信徒館集会室（講師 関根恵

美香氏） 

営繕グループ（和田さん）教会墓地の地震による被害点検。 

【7月】 

1日（水）高山建設様聖堂ひび割れ状況確認 

５日（日）教会委員会メンバー、臨時会メンバー 教会墓地草取り、石材店立会のもとカロート内

部確認。 

6日（月）聖堂、司祭館電気設備安全点検。（テプコ・ソリューション・アドバンス（株））異常なし 

11日（土）教会委員会、臨時会 

12日（日）一粒会大会実行委員会打ち合せ、山梨地区共同宣教司牧委員会@韮崎教会 

     営繕グループ（長澤さん）地震による聖堂被害点検。 

15日（水）営繕グループ（和田さん）聖堂からの避難経路確認。避難ドア、聖堂入口階段ス 

ロープやり直し工事、幼稚園園庭への門扉交換工事見積依頼 

 

お知らせ 

 

◎ベネズエラ地震救援募金につきまして 

6月24日ベネズエラ北部で起きた地震により甚大な被害がもたらされ、現在は被害の全容を把握す

る段階に入っております。 

富士吉田教会では8月末まで、主日のミサの折に募金箱を聖堂に置き、全額をカリタスジャパン「ベネ

ズエラ地震緊急募金」口に送金し、被災地域で行われる救援活動にお使いいただくことになりました。皆

さまのご協力、よろしくお願いいたします。                        （福祉グループ）                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

                            今年の梅雨も聖堂の横のアジサイが 

色とりどりに咲きました。 

 

 

 



こ よ み 

8月 

日付 教会暦 行事内容等 日曜学校 

8/2(日) 
年間 

第 18主日 
聖歌隊練習 × 

8/8（土）  教会委員会臨時会 × 

8/9（日） 
年間 

第 19主日 
大掃除 × 

8/16（日） 
年間 

第 20主日 

聖母の被昇天ミサ・プチパーティ 

後 行事企画グループ話し合い 
× 

8/23（日） 
年間 

第 21主日 
 × 

8/30（日） 
年間 

第 22主日 
    

 

＊御ミサは毎週日曜 9:30開始です。変更ある場合のみ表に記載します。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

    イタリア語教室（月曜１０時）：31日 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

9月予定 

・5日（土） シスター滝口の信仰講座 

・6日（日） 年間第 23主日 聖歌隊練習予定 

・12日（土） 教会委員会 

・13日（日） 年間第 24主日 

・20日（日） 年間第 25主日 祖父母と高齢者のための世界祈願日 敬老のお祝い 

・27日（日） 年間第 26主日 世界難民移住移動者の日献金 ミサ司式：渡辺裕成司祭 
 

 

8月のミサ奉仕 
日 先唱 第１朗読 第２朗読 侍者 香部屋 

2 遠藤 伸子 和田 一郎 堀内 千鶴 ション スティーべン 角 幸子 

9 大野 隆 福永 好雄 ヴ ティ ホア 山田 信一 中田春美 江守 香代子 

16 曾根 美香 菅原 るみ子 小林 恵美子 大野 純佳 山田健太 曾根 美香 

23 小林 恵美子 山田 恵子 深沢 みどり ション スティーベン 小林 恵美子 

30 東海林 義夫 曾根 慈原 グエン ティ カ ション スティーベン 中村 すみ子 

 


